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校  長

根
獅
子
魂
は
永
遠
に

　

３
月
を
も
っ
て
根
獅
子
小
学
校

は
１
４
３
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。
明
治
15
年
、
紐
差

小
学
校
根
獅
子
分
校
と
し
て
誕

生
し
て
以
来
３
，
２
３
６
人
も
の

卒
業
生
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
地
域
の
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
た
教
育
、
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
教
育
な
ど
、
根
獅
子
魂

を
育
て
る
地
道
で
力
強
い
教
育
実

践
は
、
児
童
の
確
か
な
力
と
な
っ

て
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
教

職
員
と
児
童
と
の
充
実
し
た
ふ
れ

あ
い
に
加
え
、
地
域
・
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
多
く
の
場
面
で
ご

来
校
い
た
だ
き
、
学
校
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
根
獅
子
小
学
校
を

見
守
り
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
地

域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今

後
と
も
児
童
の
成
長
を
見
守
り
、

支
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

１_根獅子小学

校での思い出と

来年度からの

決意を発表す

る児童たち

２_閉校記念碑

の除幕式の様

子

2

１忘
れ
ら
れ
な
い
別
れ
の
時
間

　

１
５
１
年
続
い
た
生
月
小
学

校
は
こ
の
春
、
そ
の
長
い
歴
史
に

ひ
と
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

生
月
小
学
校
は
、
明
治
８
年

に
里
小
学
校
と
し
て
永
光
寺
の
一

室
か
ら
始
ま
り
、
地
域
に
根
ざ

し
た
学
校
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
中
で
も
、
児
童
の
鼓
笛

演
奏
は
生
月
小
学
校
の
伝
統
で
、

地
域
行
事
な
ど
で
の
演
奏
は
多
く

の
住
民
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
に
行
わ
れ
た
閉
校

記
念
式
典
に
は
、
児
童
71
人
を

は
じ
め
、
保
護
者
や
来
賓
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
５
０
人
が

出
席
。
会
場
に
は
歴
代
の
卒
業
ア

ル
バ
ム
や
昔
の
写
真
も
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
が
懐
か
し
そ
う
に

１_５年生が披

露した劇「きれ

いな海守るん

ジャー！」

２_生月漁港の

防波堤に描か

れた、６年生の

卒業壁画

2

１

～地域の愛に包まれた143年～

ありがとう、根獅子小学校
～151年の歴史を胸に、新たな生月小学校へ～

未来へつなぐ、生月小学校

別
れ
を
惜
し
ん
だ
閉
校
記
念
式
典

　

根
獅
子
小
学
校
は
、
明
治
15

年
に
紐
差
小
学
校
根
獅
子
分
校

と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
１
４

３
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆
さ
ん
に

深
く
愛
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た

が
、
３
月
を
も
っ
て
、
そ
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
行

事
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
学
校
を

訪
れ
、
児
童
と
と
も
に
活
動
す

る
姿
が
根
獅
子
小
学
校
の
特
色

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
12
月
７
日
に
行
わ

れ
た
閉
校
記
念
式
典
に
は
、
全

校
児
童
13
人
を
は
じ
め
、
保
護

者
や
来
賓
、
地
域
の
皆
さ
ん
な

ど
、
約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま

見
入
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
第
二
部
で
は
、
各
学
年

ご
と
に
授
業
で
学
ん
だ
成
果
を
発

表
し
、
会
場
の
雰
囲
気
は
一
転
し

て
明
る
く
活
気
に
満
ち
ま
し
た
。

　

５
年
生
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇

「
き
れ
い
な
海
守
る
ん
ジ
ャ
ー
！
」

を
披
露
し
、
海
岸
清
掃
の
体
験

や
漁
網
リ
サ
イ
ク
ル
の
調
査
を
も

と
に
、
環
境
を
守
る
大
切
さ
を

楽
し
く
伝
え
る
内
容
で
、
会
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
山
田
小
学
校
と
統

合
し
、
新
た
な
生
月
小
学
校
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
地
域

と
と
も
に
築
い
て
き
た
伝
統
と
学

び
は
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る

大
切
な
力
と
な
り
、
次
の
学
校
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

１
５
１
年
の
歩
み
に
感
謝

　

３
月
31
日
、
生
月
小
学
校
は

１
５
１
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
明
治
８
年
に
里
小
学
校

と
し
て
開
校
し
、
児
童
数
が
千

人
を
超
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
令
和
７
年
度
の
児
童
数

は
71
人
と
な
り
、
閉
校
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
は
創
立
１
５

０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
幟
や

記
念
品
の
作
成
、
運
動
会
で
の

人
文
字
、
記
念
式
典
を
実
施
し

ま
し
た
。
３
年
間
校
長
と
し
て
、

自
然
の
豊
か
さ
や
地
域
・
保
護

者
の
温
か
な
思
い
、
子
ど
も
た
ち

の
仲
の
良
さ
に
多
く
の
幸
せ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
新
し
い「
平
戸
市

立
生
月
小
学
校
」が
誕
生
し
ま

す
。
生
月
町
唯
一
の
小
学
校
を
地

域
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
教
職

員
、
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
で
作
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

校  長大石　信弥
おおいし　　    しんや

し
た
。

　

式
典
で
は
、
全
校
児
童
一
人
ひ

と
り
が
根
獅
子
小
学
校
で
の
思
い

出
と
来
年
度
か
ら
の
決
意
を
堂
々

と
発
表
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を

胸
に
未
来
へ
踏
み
出
す
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
で
は
、
児
童
の
声
に

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
が
重
な
り
、

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。
そ
の
歌
声
は
、
ま
る
で
学

校
へ
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
未
来

へ
の
希
望
を
伝
え
て
い
る
よ
う

で
、
会
場
全
体
が
深
い
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
を
迎
え
て
も
、
１
４
３

年
に
わ
た
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
思

い
出
と
絆
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
中
で
生
き
続
け
て
い
き
ま
す
。

問 学校教育課　☎22-9212
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心
に
刻
ん
だ
思
い
出

　

山
田
小
学
校
は
明
治
８
年
に

第
五
大
学
区
第
四
中
学
校
区
舘

小
学
校
と
し
て
開
校
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
と
成
長
を
見
守
っ

て
き
ま
し
た
が
、
１
５
１
年
の
歩

み
を
終
え
、
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
に
行
わ
れ
た
閉
校
記

念
式
典
に
は
全
校
児
童
29
人
を

は
じ
め
、
保
護
者
や
来
賓
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
４
０
０
人
が

出
席
。
卒
業
生
を
代
表
し
、
元

長
崎
県
知
事
で
元
農
林
水
産
大

臣
の
金
子
原
二
郎
氏
、
前
平
戸

市
長
の
黒
田
成
彦
氏
が
山
田
小

学
校
へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
児
童
発
表
で
は
、
山
田

小
学
校
で
の
思
い
出
や
４
月
か
ら

の
決
意
が
力
強
く
語
ら
れ
ま
し

～151年の学びのバトンを次の時代へ～

思い出いっぱい、山田小学校

１_山田小学校

での思い出とこ

れからの決意を

発表した児童た

ち

２_卒業生の真

辺雄一郎さん

ご夫妻のコン

サート

2

１

未
来
へ
羽
ば
た
け
、
山
田
っ
子

　

明
治
８
年
の
創
立
か
ら
令
和

ま
で
５
つ
の
時
代
を
歩
み
、
８
，

２
９
８
人
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
山
田
小
学
校
が
１
５
１
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

本
校
の
教
育
は
、
地
域
の
豊

か
な
自
然
や
温
か
な
人
々
に
支
え

ら
れ
、
集
団
登
校
の
見
守
り
や

読
み
語
り
活
動
、
行
事
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
皆
さ
ん
の
深
い

愛
情
が
、
郷
土
を
愛
す
る「
山

田
っ
子
」を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
教
え
子
が
親
と
な
り

再
会
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

山
田
小
学
校
で
の
思
い
出
は
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
生
き
続
け
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
る
ご
支

援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
山
田
小
学
校
で
培
っ
た

「
誠
・
愛
・
勇
」の
精
神
を
糧
に
、

子
ど
も
た
ち
が
未
来
へ
力
強
く
羽

ば
た
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

子どもたちの未来を見据えた学校再編の歩み
～地域が一体となって進めた適正規模・適正配置への取り組み～

　子どもたちが安心して学び、豊かに成長できる環境を守り続けるためには、時代の変化に合わせた学校の姿を考え
ていくことが欠かせません。児童生徒数の減少など、さまざまな現状を踏まえ、未来につながる教育環境を整えるため、
平戸市では学校の適正規模・適正配置の実現を目指しています。

地
区
別
の
検
討
委
員
会
設
置
と

協
議

　

平
戸
市
で
は「
学
校
の
統
廃
合

に
お
け
る
平
戸
市
の
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
望
ま
し
い
学
校
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
た
め
、
適
正
規
模
・
適

正
配
置
検
討
委
員
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
中

部
地
区
と
生
月
地
区
に「
適
正
規

模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
」を

設
け
、
学
校
関
係
者
、
保
護
者
、

地
域
住
民
、
平
戸
市
教
育
委
員

会
な
ど
が
参
加
し
て
協
議
を
重
ね

ま
し
た
。

　

中
部
地
区（
根
獅
子
小
学
校
・

紐
差
小
学
校
）で
は
令
和
６
年
６

月
〜
令
和
７
年
11
月
ま
で
に
４

回
、
生
月
地
区（
生
月
小
学
校
・

山
田
小
学
校
）で
は
同
期
間
に
８

回
開
催
し
、
議
論
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
協
議
の
積
み

重
ね
を
経
て
、
今
回
の
統
廃
合
に

至
り
ま
し
た
。

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
未
来
像

　

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
は
、
行
政
上
の
合
理
化
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。
学
校
が
地
域

の
文
化
や
交
流
の
中
心
と
し
て
果

た
し
て
き
た
役
割
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
地
域
や
学
校
、
行
政
が

協
働
し
て
、
持
続
可
能
な
教
育

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、
通
学
環
境
の
整
備
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
を
、

で
き
る
限
り
抑
え
る
工
夫
も
重
要

で
す
。
地
域
と
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
学
校
の
姿
を
実

現
す
る
た
め
、
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
で
閉
校
し
た
根
獅
子
小

学
校
の
児
童
は
紐
差
小
学
校
へ
、

ま
た
、
生
月
小
学
校
お
よ
び
山

田
小
学
校
の
児
童
は
新
し
い
生
月

小
学
校
へ
通
学
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
仲
間

と
と
も
に
、
楽
し
く
、
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
今
後
も
教
育
環
境
の

整
備
に
努
め
、
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

複式学級などの小規模校のメリット・デメリット

メリット

・きめ細かな指導が可能

・子ども主体の授業展開が可能

・異学年の縦の交流が生まれる

・地域総がかりの関わり

デメリット

・授業に制約が生じる

・切磋琢磨しにくい

・固まった人間関係に陥りやすい

（人）
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た
。
さ
ら
に
、
地
域
の
出
し
物
で

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
話
・
花
の
皆

さ
ん
の
読
み
語
り
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
山
田
小
学
校
の
卒
業
生

で
、
新
・
生
月
小
学
校
の
校
歌

を
作
詞
作
曲
さ
れ
た
真
辺
雄
一
郎

さ
ん
ご
夫
妻
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行

わ
れ
、
華
や
か
な
音
色
が
式
典
に

彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　

校
訓「
誠
・
愛
・
勇
」は
、
誠
＝

健
や
か
で
豊
か
な
人
間
性
、
愛
＝

学
校
や
仲
間
を
大
切
に
す
る
心
、

勇
＝
正
し
い
判
断
と
や
り
抜
く
力

を
表
し
、
長
く
受
け
継
が
れ
て
き

た
言
葉
で
す
。
そ
の
思
い
を
胸

に
、
１
５
１
年
続
い
た
学
び
の
バ

ト
ン
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
手
で
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま

す
。

村川　司麻
むらかわ　　     しま

校  長

深刻化する児童生徒数の減少
　全国的に少子化が進む中、平戸市もその影響を避け
ることはできず、児童生徒数は年々減少の一途をたどっ
ています。児童生徒数の減少は、十分な学級編制や教
育環境の維持を困難にします。その影響を最も受けるの
は子どもたちです。将来を担う子どもたちの立場に立
ち、よりよい教育環境をどのように確保していくのかを
第一に議論を進める必要があります。

学校規模と適正規模の考え方
　子どもの人数が少ない学校では、国の基準に基づき、
児童生徒数に応じて柔軟に学級編制を行っています。
　国の適正規模は、40人学級を基本に小学校12～
18学級、中学校６～９学級とされていますが、小規模
校では人数が確保できる場合、同学年のみで標準の人
数以下の学級を編制します。さらに人数が少ない場合
は、複数の学年を１つにまとめる複式学級となります。
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